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 要  旨 
公衆インターネットへの無線ブロードバンドアクセスの発展は，新しい情報通信時代
において必要要件となっている．これらの無線ブロードバンドアクセスネットワーク
は生活の様々な部分において重要なものとなってきており，利用者も急増している．
その背景として，無線ＬＡＮ技術の向上，価格の低下によるものや，無線による基地
局設置の容易さが挙げられる．無線ＬＡＮでは，企業内や家庭内でのネットワークを
構築する際に有線接続させる基地局を最小限に抑えられることができる．基本的に基
地局であるアクセスポイント(AP : Access Point)は外部のネットワークへは有線で接
続されネットワーク内の AP に接続する端末は全て無線接続であるため，AP の設置
によって多くの端末をインターネットに接続することができる．これらは，屋内だけ
でなく，屋外でもネットワーク構築が可能なため，ユビキタス社会の実現に重要なも
のとなっている．しかし，無線メッシュネットワークでは，無線マルチホップ通信を
行うことによる輻輳の問題が存在する．無線メッシュネットワークでは，中継ノード
において輻輳が発生し，その結果パケットの滞留を引き起こす．つまり輻輳発生によ
って通信品質の低下を招いてしまう．さらに，輻輳の影響を多く受けるホップ数の多
いノードのスループットが大幅に低下してしまうといった通信の不公平性も発生す
る．先行研究では，CW(Contention Window)を動的に設定することによって輻輳発
生ノードと通常ノードの通信機会に優劣をつけることで輻輳を回避する方式である
LQFRCA 方式を提案している．しかし，この方式は下り方面のフローに対しては優
先制御が働かないため今後解決すべき問題点として課題が残されていた． 
 したがって，本論文では，ゲートウェイノードであるMPP(Mesh Point collocated 
with a Portal)にWFQ(Weighted Fair Queuing)を導入し，更に重み付けポリシをホ
ップ数ベースに変えることで，下り方面の優先制御を可能にし，フロー数の増大に対
応可能な方式案を提案し，シミュレーションを行った．評価実験の結果，提案方式は，
先行方式において課題として残った下り方面の輻輳を回避することを達成し，ホップ
数の違いによる不公平性の低下とネットワーク資源利用の効率化に効果があること
を示した． 
 
